
はだの商工会議所
毎月1回20日発行
発行・編集　 秦 野 商 工 会 議 所 　 発行人　 栗 原 政 男
〒257-8588 神奈川県秦野市平沢2550−1　TEL81−1355　FAX82−0273
http://www.hadano-cci.or.jp/　E-mail:info@hadano-cci.or.jp
定価一部20円　※購読料は会費の中に含まれています

創立70周年記念号

　

11
月
14
日（
水
）、
秦
野
商
工
会
議
所
会

館
に
お
い
て
、「
創
立
70
周
年
記
念
会
員

交
流
会
」を
開
催
。
会
員
各
社
よ
り
１
８

０
名
余
り
が
参
加
、
盛
会
な
記
念
交
流
会

が
催
さ
れ
た
。

　

秦
野
商
工
会
議
所
は
昭
和
23
年
８
月
24

日
、
県
下
９
番
目
の
商
工
会
議
所
と
し
て

会
員
３
０
９
社
で
設
立
。
以
来
70
年
、
秦

野
の
産
業
振
興
を
目
的
に
数
々
の
事
業
を

重
ね
、
現
在
で
は
２
，
３
２
０
余
の
事
業

所
が
加
入
す
る
地
域
最
大
の
総
合
経
済
団

体
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

交
流
会
で
は
、
第
一
部
と
し
て
、
記
念

式
典
を
挙
行
。
正
副
会
頭
、
交
流
会
実
行

委
員
を
務
め
た
商
業
、
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
、

建
設
、
観
光
飲
食
の
各
部
会
長
、
青
年
部
、

女
性
会
会
長
を
紹
介
。
佐
野
会
頭
か
ら
は

創
立
70
周
年
に
あ
た
り
、
会
議
所
運
営
へ

の
感
謝
を
申
し
述
べ
る
と
と
も
に
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
方
策
を
進
め
、

将
来
に
向
け
経
済
の
好
循
環
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
創
立
70
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
秦
野
の
創
業
１
０
０
年
以
上
の
企
業

17
社
を
紹
介
。
各
社
に
記
念
の
楯
が
佐
野

会
頭
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
年
が
明
治
１
５
０
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
秦
野
の
経
済
発
展
を
支
え
て
き
た
老

舗
企
業
か
ら「
生
い
立
ち
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
17
の
事
業
所
よ
り

会
社
の
生
い
立
ち
や
思
い
出
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

秦
野
の
町
は
、
明
治
37
年
、「
煙
草
専

売
法
」公
布
と
と
も
に
煙
草
製
作
所
や
煙

草
試
験
場
が
設
置
さ
れ
、
町
は
大
き
く
発

展
し
た
。
参
加
者
は
各
社
の
思
い
出
と
と

も
に
、
古（
い
に
し
え
）の
秦
野
の
町
に
思

い
を
馳
せ
て
い
た
。

　

式
典
で
は
結
び
に
高
橋
秦
野
市
長
を
は

じ
め
来
賓
か
ら
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
、
70
周

年
に
華
を
添
え
た
。

「
オ
ー
ル
秦
野
」で
経
済
の
好
循
環
を
テ
ー
マ
に

創
立
70
周
年
記
念
会
員
交
流
会
開
催

　

式
典
後
に
は
記
念
講
演
会
を
開
催
。
今

年
、テ
レ
ビ
東
京
で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た「
ラ

ス
ト
チ
ャ
ン
ス
再
生
請
負
人
」の
作
者　

江
上
剛（
え
が
み
ご
う
）氏
を
招
き
、「
起

死
回
生
―
時
代
を
生
き
抜
く
経
営
力
」を

テ
ー
マ
に
、
企
業
経
営
に
お
い
て
重
要
な

３
要
素
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

第
３
部
の
交
流
懇
親
会
で
は
、
会
員
事

業
所
が
一
同
に
会
す
る
貴
重
な
機
会
と

あ
っ
て
、
業
種
を
越
え
て
の
交
流
が
図
ら

れ
た
。
ま
た
余
興
と
し
て
催
さ
れ
た「
お

た
の
し
み
抽
選
会
」で
は
、
各
共
済
機
関

等
か
ら
提
供
さ
れ
た
賞
品
や
、
70
周
年
を

記
念
し
て
正
副
会
頭
、
実
行
委
員
か
ら
特

別
協
賛
と
し
て
提
供
さ
れ
た
大
型
テ
レ
ビ
、

電
動
自
転
車
、
高
級
掃
除
機
に
注
目
が
集

ま
り
、
会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

も
と
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
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秦
野
商
工
会

議
所
は
、
昭
和

23
年
の
設
立
以

来
、
今
年
、
創

立
70
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

会
員
事
業
所
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
会
議
所
運
営
に
ご
理
解

ご
協
力
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
は
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
り

日
本
の
産
業
界
が
大
打
撃
を
受
け
、
人
材

も
物
資
も
不
足
し
商
工
業
は
回
復
不
可
能

か
と
い
わ
れ
た
時
代
、
先
人
た
ち
が
地
域

経
済
の
復
興
を
目
指
し
商
工
会
議
所
を
設

立
し
ま
し
た
。
昭
和
31
年
、秦
野
市
は「
工

場
設
置
等
奨
励
に
関
す
る
条
例
」を
制
定

し
製
造
業
23
社
が
進
出
。
日
本
の
高
度
経

済
成
長
と
と
も
に
、
秦
野
は
商
業
、
工
業
、

農
業
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
自
然
豊
か
な

“
山
紫
水
明
”の
地
と
し
て
発
展
し
ま
し

た
。

　

商
工
会
議
所
で
は
、
税
務
、
経
営
に
関

す
る
相
談
指
導
を
は
じ
め
、
事
業
資
金
融

資
制
度
、
労
災
・
雇
用
保
険
の
事
務
代
行
、

福
利
厚
生
事
業
の
充
実
な
ど
多
岐
に
渡
る

経
営
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
都
市
基

盤
整
備
や
道
路
整
備
に
つ
い
て
要
望
活
動

を
行
い
行
政
と
と
も
に
地
域
経
済
の
発
展

に
務
め
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
に
は
地
域
経
済
団
体
の
一
本

化
を
図
る
べ
く
秦
野
市
西
商
工
会
と
合

併
。
会
員
数
も
１
，
９
４
９
事
業
所（
平

成
６
年
度
）か
ら
２
，
６
３
７
事
業
所（
平

　

秦
野
商
工
会

議
所
創
立
70
周

年
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
こ
に
記
念

会
報
発
行
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
商
工
会
議
所
の
皆
様
方
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、
秦
野
市
の

商
工
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
政
全
般
に
わ

た
り
、
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

地
域
経
済
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
改
め
て
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
は
、
昭
和
23
年
８
月
、
戦

後
の
混
乱
期
に
、
当
時
の
秦
野
町
に
創
立

以
来
、
長
き
に
わ
た
り
商
工
業
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
経
済
の
振
興
発
展
に
尽

く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
７
年
に
は
、

秦
野
市
西
商
工
会
と
合
併
し
、
さ
ら
に
広

範
囲
に
、
市
域
全
体
の
経
済
活
動
を
支
え

る
大
黒
柱
と
し
て
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
に
め
で
た
く
創
立
70
周
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
高
度
経
済
成

長
、
バ
ブ
ル
経
済
と
そ
の
崩
壊
、
金
融
不

安
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
数
々
の
災

害
な
ど
、
幾
多
の
出
来
事
を
乗
り
越
え
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
歴
代

会
頭
は
じ
め
役
員
・
議
員
・
会
員
並
び
に

職
員
の
皆
様
方
の
弛
ま
ぬ
御
尽
力
の
賜
で

あ
り
、心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

成
７
年
度
）に
組
織
が
拡
大
、
平
成
10
年

５
月
、
三
代
目
と
な
る
新
会
館
を
建
設
し

ま
し
た
。

　

時
代
は
、
高
度
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
景

気
、
そ
の
後
の
デ
フ
レ
経
済
へ
と
移
り
変

わ
る
中
で
、
秦
野
市
の
人
口
も
平
成
22
年

を
境
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。こ
こ
数
年
、

世
界
経
済
の
浮
揚
、
政
府
の
経
済
対
策
に

よ
り
大
手
企
業
は
過
去
最
高
と
も
言
わ
れ

る
収
益
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業

は
、
流
通
・
消
費
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ

り
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま
す
。
各
職

場
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
人
材
不
足
が

深
刻
化
、
外
国
人
労
働
者
の
活
用
や
Ａ
Ｉ

導
入
な
ど
、
時
代
は
劇
的
な
変
化
の
兆
し

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
今
回
、
創
立
70
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
、「
秦
野
の
１
０
０
年
企

業
」の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
経
営
に
は
、
百
社
百
通
り
の
経
営
が

あ
り
ま
す
が
、
代
々
引
継
が
れ
て
き
た
経

営
に
は
、
確
固
た
る
経
営
理
念
と「
信
頼
」

が
共
通
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
あ
り
ま
し

た
。「
サ
ー
ビ
ス
」や「
品
質
」、
積
み
重
ね

ら
れ
た
信
頼
が
時
代
の
変
化
を
乗
越
え
る

持
続
的
経
営
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
活
力
に
は
、
私
は
人
口
増
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。“
住
み
た
い
街
”と

い
う
の
は
、「
出
産
や
育
児
」「
教
育
」「
医

療
」「
文
化
」「
利
便
性
」「
自
然
環
境
」な

ど
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
積
み
重
ね
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

商
工
会
議
所
も
１
０
０
年
に
向
け
、
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
秦
野
の
産
業
振
興
と
社
会

全
体
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
70
年
の
歴
史

を
礎
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
１
０
０
周
年
へ

と
未
来
へ
向
け
て
、
な
お
一
層
の
御
発
展

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

御
承
知
の
通
り
、我
が
国
は
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
社
会

構
造
の
変
革
期
に
あ
り
、
世
代
間
の
人
口

構
造
の
不
均
衡
、
後
継
者
や
労
働
力
不
足

な
ど
、
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ま
ち
の
活
力
を
維
持
・

向
上
し
て
い
く
た
め
に
は
、
商
工
業
を
中

心
と
し
た
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
産
業
の

発
展
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
地
域
総

合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
議
所
に
対
す

る
期
待
と
役
割
は
、
ま
す
ま
す
増
大
し
て

く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
も
、
２
０
２
０
年
度
に

開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
新
東
名
高
速
道

路
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
最
大
活
用
、
小
田
急
４
駅
周
辺
の

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い

創
造
な
ど
、
ま
ち
を
活
性
化
す
る
た
め
の

環
境
整
備
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
秦
野
商
工
会
議
所
と
の
連
携
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
密
に
し
、
商

工
業
の
振
興
に
努
め
、
ま
ち
を
元
気
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

秦
野
商
工
会
議
所
の
ま
す
ま
す
の
御
発

展
と
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
、
御
活
躍

を
御
祈
念
申
し
上
げ
て
、
お
祝
い
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

 
創
立
70
周
年
を
迎
え
て

秦
野
商
工
会
議
所

会
頭
　
佐
野
友
保

秦
野
商
工
会
議
所

創
立
70
周
年
を
祝
し
て

秦
野
市
長
　
高
橋
昌
和
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次
世
代
経
営
者
の
勉
強
会

「
は
だ
の
経
営
塾
２
０
１
８
」終
講

平
成
30
年
度

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
挙
行

工
業
部
会
プ
レ
ス
分
科
会

新
会
長
に
近
藤  

剛
氏
を
選
任

サ
ー
ビ
ス
部
会
講
習
会

「
腰
痛
・
肩
こ
り
改
善
講
習
会
」に

67
名
が
参
加

洋
菓
子
の
ア
ン
ド
リ
ア
ン

神
奈
川
県

優
良
小
売
店
舗
表
彰
を
受
賞

入会申込事業所一覧
ks tech	 長谷川清
（菩提）産業機械修理

お金と暮らしの相談室	 高村　歩
（東田原）コンサルティング業

ASD CYBER	 池野邦市
（鶴巻北）経営コンサルティング

柏木茶園	 柏木昭二
（横野）お茶の製造・販売

Sunlife Inc.　	 佐和　浩
（今泉）輸出入販売業・小売・卸売業

㈱コッチ	 勝俣俊二
（堀山下）自動車の製造販売・WEB
システムの開発販売

㈱オフィスベース	 武　弘晃
（本町）イベント音響・照明業務・
WEB・HP制作等

（順不同・敬称略）

　

当
所
、工
業
部
会
プ
レ
ス
分
科
会
で
は
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
、

12
月
２
日（
日
）、
箱
根
湯
本
に
お
い
て
臨

時
総
会
を
開
催
。

　

同
分
科
会
は
、
金
属
プ
レ
ス
・
板
金
加

工
を
営
む
企
業
28
社
が
加
入
。
安
全
操
業

を
目
的
に
、
資
格
取
得
講
習
会
や
情
報
交

換
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
協
栄
ダ
イ

カ
ス
ト
㈱　

代
表
取
締
役　

近
藤
剛
氏
が

選
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
副
会
長
に
は
、
と
う
き
工
業
㈲　

専
務
取
締
役　

草
柳
秀
宣
氏
、
海
平
金
属

㈱　

代
表
取
締
役　

海
平
永
浩
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。

　

12
月
６
日（
木
）、
秦
野
駅
南
口
の「
一

の
屋
」に
お
い
て
、
今
年
度
の
サ
ー
ビ
ス

部
会
講
習
会
と
し
て
、「
腰
痛
・
肩
こ
り

改
善
講
習
会
」を
開
催
。
67
名
の
部
会
員

が
参
加
し
た
。
当
日
は
部
会
員
の
理
学
療

法
士「
㈱
Ｒ
ｅ　

ａ
ｍ
ｂ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ
」代

表
取
締
役
の
福
島
努
氏
が
講
師
を
務
め
、

日
常
生
活
の
中
で

簡
単
に
取
組
め
る

腰
痛
・
肩
こ
り
の

解
消
法
に
つ
い
て
、

実
技
を
取
入
れ
た

講
習
会
を
開
催
。

第
二
部
と
し
て
部

会
員
交
流
懇
親

会
が
催
さ
れ
た
。

　

11
月
21
日（
水
）、
商
工
会
議
所
一
階
多

目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
会
員
事
業
所
か
ら

推
薦
さ
れ
た
優
秀
な
人
材
を
会
頭
名
で
表

彰
す
る
平
成

30
年
度
の
優

良
従
業
員
表

彰
式
が
行
わ

れ
た
。

　

当
日
の
受

賞
者
は
永
年

勤
続
表
彰
37

名
、
事
業
所

の
発
展
に
尽

く
し
た
功
績

に
よ
る
表
彰

4
名
の
計
15

社
41
名
の

方
々
が
栄
え

あ
る
表
彰
を

受
け
た
。

　

11
月
26
日（
月
）県
庁
大
会
議
場
に
お
い

て
平
成
30
年
度
の
県
優
良
小
売
店
舗
の
表

彰
式
が
行
な
わ
れ
た
。

　

神
奈
川
県
内
の
小
売
業
の
振
興
を
は
か

る
た
め
、
経
営
の
合
理
化
と
近
代
化
に
優

れ
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
地
域
商

業
の
発
展

に
寄
与
し

た
店
舗
に

毎
年
贈
ら

れ
る
も
の

で
、
当
所

管
内
か
ら
、

㈲
ア
ン
ド

リ
ア
ン（
代

表
取
締
役　

山
下
展
弘

氏
）
が
表

彰
さ
れ
た
。

　

当
所
工
業
部
会（
太
田
光
昭
部
会
長
）主

催
に
よ
り
、
９
月
か
ら
開
講
さ
れ
て
き
た

「
は
だ
の
経
営
塾
２
０
１
８
」が
、
12
月
４

日（
火
）、
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、

終
講
を
迎
え
た
。

　

今
年
度
の
経
営
塾
に
は
、
会
員
各
事
業

所
よ
り
14
社
24
名
が
参
加
。
企
画
運
営
を

㈱
浜
銀
総
合
研
究
所
が
担
当
し
、
企
業
経

営
者
と
し
て
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
に
、「
人
生
１
０
０
年
時
代

の
企
業
の
人
材
戦
略
」を
テ
ー
マ
に
、
全

５
回
の
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
講
中
は
、
毎
回
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
理
解
度
を
検
証
。
振
り
返
り
シ
ー
ト
に

よ
る
個
別
の
質
問
に
応
え
る
形
で
、
理
解

度
重
視
で
講
義
が
進
め
ら
れ
た
。

　

最
終
日
に
は
、
部
会
役
員
、
受
講
企
業

の
経
営
者
ら
も
出
席
し
終
講
式
を
挙
行
。

太
田
工
業
部
会
長
よ
り
修
了
証
が
授
与
さ

れ
た
。
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ほっとつるまき売店
延命くん

協同組合
ほっとつるまき

『駅前に新たな
コミュニティーの場所を』

パート○394

　

今
回
は
、
鶴
巻
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に

９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
ほ
っ
と
つ
る
ま

き
売
店
延
命
く
ん
」（
鶴
巻
南
１
ー
１
ー

６
エ
タ
ー
ナ
ル
鶴
巻
１
階　

協
同
組
合

ほ
っ
と
つ
る
ま
き　

理
事
長　

沼
田
市
雄

氏
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

設
置
者
で
あ
る「
協
同
組
合
ほ
っ
と
つ

る
ま
き
」は
、
地
元
商
業
者
を
中
心
に
組

合
員
の
商
品
や
地
元
農
家
の
新
鮮
野
菜
な

ど
を
共
同
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
弘

法
の
里
湯
の
施
設
内
売
店「
や
ま
な
み
」

と
、
お
お
ね
公
園
内
売
店「
ほ
っ
と
つ
る

ま
き
」が
、
平
成
16
年
４
月
に
一
つ
と
な

り
協
同
組
合
を
設
立
さ
れ
た
。

　

売
店
は
今
年
６
月
に
鶴
巻
駅
南
口
整
備

事
業
の
完
成
に
合
わ
せ
て
、
鶴
巻
南
町
商

店
会
が
、
地
元
商
業
活
性
化
の
た
め
共
同

店
舗
の
開
店
を
以
前
か
ら
計
画
し
て
い
た

も
の
で
、
南
町
商
店
会
が
店
舗
借
主
と
な

り
、「
協
同
組
合
ほ
っ
と
つ
る
ま
き
」が
運

営
を
す
る
形
態
と
な
っ
た
。

　

新
店
舗
は
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
面
し
た

好
立
地
に
あ
り
、
鶴
巻
温
泉
駅
を
利
用
す

る
乗
降
客
が
駅
前
売
店
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
の
人
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
店
舗

と
し
て
開
店
し
た
。

　

店
名
は
、
延
命
地
蔵
へ
と
続
く
延
命
坂

に
位
置
す
る
こ
と
か
ら「
ほ
っ
と
つ
る
ま

き
売
店
延
命
く
ん
」と
親
し
み
や
す
い
店

名
と
し
た
。

　

店
内
に
は
、
組
合
員
や
地
元
商
業
者
の

商
品
、
特
産
品
や
日
用
品
の
ほ
か
、
地
元

農
家
の
新
鮮
野
菜
、
延
命
地
蔵
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
商
品
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
鶴
巻
の

新
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

同
組
合
で
は「
今
ま
で
は
集
客
力
の
あ

る
施
設
内
で
の
店
舗
を
共
同
で
運
営
し
て

い
た
が
、
こ
の
店
舗
は
路
面
店
と
し
て
、

来
店
客
の
地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
店
舗
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
要
望

に
応
え
充
実
し
た
商
品
構
成
を
図
り
、
集

客
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
現
在
、
鶴
巻
で
は
、
大
山
登
山
の

バ
ス
が
試
験
運
行
さ
れ
、
延
命
地
蔵
や
大

ケ
ヤ
キ
に
訪
れ
る
人
も
増
え
て
い
る
。
鶴

巻
の
魅
力
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
、
も
っ
と

鶴
巻
を
元
気
に
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
し

て
、
こ
の
店
舗
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
し
て
賑
わ
う
よ
う
に
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
い
た
。

休業日：毎週月曜日 営業時間10時～18時

中小企業相談所・専門指導のご案内
1月4日〜1月31日

◇1月16日㈬ 定例金融相談
（13：00〜15：00）〔両日・要予約〕
㈱日本政策金融公庫小田原支店

◇1月11日㈮ 受発注相談（13：30〜15：00）
�公益財団法人神奈川産業振興センター職員
当センターは、小規模企業者等設備貸与事業
（割賦販売・リース）も行っております。

◇1月17日㈭ 法律相談（13：30〜15：00）
弁護士　竹久保 好勝先生

◇常　時 ◦商業経営	 今瀬 勇二 先生
◦工業経営	 髙橋 栄一 先生�

※�商業経営、工業経営、知財に関する指導をご希望の方は、
事前に中小企業相談所にご連絡ください。

平成30年分 決算・確定申告指導会のお知らせ
　会員事業所（個人事業主）の皆様を対象に、商工会議所では（一社）
平塚青色申告会との共催により、税務指導会を行っております。
　平成30年分の日程は、下記のとおりですのでお知らせ致します。

「巡回指導会」
日　程 場　所

平成31年   2月 1日（金）秦野市立西公民館
2月 4日（月）サンライフ鶴巻
2月 6日（水）東海大学前駅連絡所

　　　　 受付時間　　午前　９時３０分～１１時００分
　　　　　　　　　　 午後　１時００分～　３時００分

「個別指導会」（会場：秦野商工会議所）
日　程 平成31年2月13日（水）〜3月15日（金）

受付時間
※土日祝祭日は除く

午前　９時３０分～１１時００分
午後　１時００分～　３時００分

※但し、3月15日（金）は提出のみ受付となります。（午後3時まで）
申告にはマイナンバーと本人確認書類の写しが必要になります！
認印をお忘れになりますと、書類を受理することができません！
昨年より医療費控除は明細書を作成すれば領収書の提出が不要です
※明細書は国税庁のホームページからダウンロードできます

【指導会には、必ず次のものを忘れずにご持参ください】
・マイナンバー�申告者本人・申告者の扶養親族（年少扶養親族含む）

専従者給与受給者
・申告者本人確認書類の写し（運転免許証、保険証など）
 ・税務署から送付されている決算書や確定申告書
 ・28年分、29年分の決算書、確定申告書（控え）
 ・生命保険料、地震保険料等控除証明書
 ・国民年金保険料の支払証明書、国民健康保険税（料）のわかる書類
 ・消費税関係の届出書類の控え、認印、その他必要と思われる書類

（注）�不動産や株式等の譲渡所得につきましては、相談・受付・指導はで
きませんので、平塚税務署にご相談ください。（℡：22－1400）

お願い
FAX送信時は、番号のご確認を！

当所へのFAX送信時の番号間違いが多くなっております。
電話・FAXを頂く際には、番号を今一度お確かめください。
ＴＥＬ：０４６３－８１－１３５５
ＦＡＸ：０４６３－８２－０２７３
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